
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 夏季・冬季 単位 1単位

必修／選択 選択 授業形態 講義 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

○ ◎ ○

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

YAMANO 2023　

評価方法
平常点20％　各回の課題の提出及び、プレゼンテーション80％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

講義資料はclassroomにも掲載する。各自確認し、課題に取り組むこと。

学生へのフィー
ドバックの方法

なし

ナンバリング：Ｂ-DP4-専基1-05

・西洋及び日本の様式美について説明ができる。
・西洋及び日本の美容の変遷について説明できる。
・社会背景と美意識について説明できる。
・美容がいかに美しい生き方と関わるか説明できる。

各回の授業内容の復習、及び次回の内容に関する予習を１時間程度実施する。

教科書・教材

日本理美容教育センター教科書「文化論」2023

配布資料

PC・プロジェクター

各回にて必要に応じclassroomで提示

地域や時代によって様々な様相を呈する美容文化の歴史を学びます。美容は人の一生に密接にかかわるも
のであり、それを豊かにする役割を持つ。日本そして現代の日本の美容とファッションに大きく影響を与
えた西洋の美容文化を、時代の美意識を背景に理解を深め、美容の歴史から、美しく生きることの意味を
理解する。

主な学習効果

対面授業
ただし、状況によりオンライン授業（Zoom)

美容芸術文化史

History of Aesthetics and Art Culture
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

富田　知子

ミニ課題については次回授業時に総括コメントを返します。

○



授業内容 到達目標 時間外学習・備考

第１回 オリエンテーション
講義の内容及び進め方について理解
し、準備することができる。

次回の内容を確認し、授業に必要ものを
準備する。60分

第２回 西洋中世の美容について学ぶ
西洋古代エジプトとギリシア・ロー
マ、中世の理美容について説明でき
る。

古代エジプト・ギリシア、中世の芸術、
美容についての画像を集める。60分

第３回 西洋近世の美容について学ぶ
西洋16世～18世紀の理美容について
説明できる。

ルネッサンス様式から18世紀の芸術、美
容についての画像を集める。60分

第４回 西洋近代の美容について学ぶ
西洋19世紀から20世紀初頭の理美容
について説明できる。

19世紀から20世紀初頭のの芸術、美容に
ついての画像を集める。60分

第５回 西洋現代の美容について学ぶ
西洋20世紀後半の理美容について説
明できる。

20世紀後半の芸術、美容についての画像
を集める。60分

第６回 総論
美容とは、美容業となにかを制つめ
いできる。

現代の美容業の形態について調べる。60
分

第７回 日本の古代の美容について学ぶ
古代日本の理美容の発生について説
明できる。

古代日本の芸術、美容についての画像を
集める。60分

第８回
日本の中世及び近代の美容について
学ぶ

日本の中世および近代の美容につい
てを説明できる。

日本中世および近代の美容についての画
像を集める。60分

第９回 日本現代の美容について学ぶ① 昭和初期の美容について説明できる
昭和初期の美容についての画像を集め
る。60分

第１０回 日本現代の美容について学ぶ②
日本1960～2000年代の美容を説明で
きる。

1960年代～2000年代までの芸術、美容に
ついての画像を集める。60分

第１１回
これまでの授業で学んだ様式を振り
返り新しい表現を模索する

これまで学んだの美容様式を説明で
きる。

これまで学んだの時代様式見直をする。
60分

第１２回
コラージュ作品による新しい様式の
表現を学ぶ

これまで学んだの美容様式を説明で
きる。

時代を有効させる要素を検討する。60分

第１３回
発表原稿の完成と確認を行うを行
う。

これまで学んだの美容様式を説明で
きる。

発表データの準備をする。60分

第１４回
成果作品についての発表を行う①自
身の作品を説明することを学ぶ。

自身の考える新しい時代の美容様式
について説明できる。

発表データを確認し、リハーサルを行
う。60分

第１５回
成果作品についての発表を行う②他
の学生の成果発表を聞き多様な考え
方について学ぶ

他の人が創造し発表した成果に対
し、自身の意見を説明できる。

自身の発表の振り返りと、他の作品への
フィードバックを行う。60分

授業計画


